
私
は
聖
誕
七
百
年
の
翌
年
、
大
正
十
一
年
四
月
に
高
等
小
学
校
一
年
を
了
へ
て
祖
山
学
院
に
入
学
し
た
。
祖
父
太
田
日
定
に
伴
は
れ
四

月
二
日
早
朝
甲
府
を
立
ち
、
鉄
道
馬
車
、
鰍
沢
か
ら
舟
で
波
木
井
に
上
り
、
本
行
坊
に
着
い
た
の
は
夕
刻
で
あ
っ
た
。
思
出
多
さ
一
ヶ
年

を
坊
か
ら
通
学
し
、
翌
十
二
年
三
月
在
院
生
と
な
り
統
学
寮
に
入
っ
た
。
こ
の
年
は
御
入
山
六
五
○
年
の
紀
念
の
年
に
当
っ
た
。
松
木
先

生
は
天
台
宗
大
学
の
留
学
を
了
へ
て
、
四
月
か
ら
母
校
の
助
教
授
と
し
て
帰
来
さ
れ
た
。
一
一
年
生
の
私
共
は
西
谷
名
目
を
教
へ
ら
れ
た
が

私
は
第
一
学
期
考
査
に
満
点
を
貰
っ
て
大
喜
び
し
た
。
怖
要
を
得
て
居
る
と
云
う
評
を
先
誰
か
ら
伝
聞
し
た
が
、
丸
暗
記
の
偶
然
で
あ
っ

た
。
然
し
其
後
は
万
事
に
豆
り
先
生
か
ら
良
い
点
は
賞
へ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

二
年
修
了
後
私
は
立
正
中
学
へ
転
校
、
昭
和
八
年
卒
業
、
次
い
で
一
ケ
年
の
兵
隊
生
活
と
云
う
具
合
で
暫
く
山
を
離
れ
て
暮
し
た
。
昭

和
十
年
四
月
か
ら
私
も
亦
母
校
の
教
坦
に
立
つ
こ
と
Ｌ
な
っ
て
再
び
先
生
と
共
に
暮
す
こ
と
典
な
っ
た
。
私
は
間
も
な
く
勤
務
だ
復
習
だ

と
云
う
短
期
軍
隊
生
活
に
続
い
て
、
十
三
年
九
月
の
第
一
回
応
召
を
始
め
と
し
て
二
回
の
召
集
を
受
け
、
前
後
六
年
半
の
従
軍
が
あ
っ
た

た
め
、
廿
一
年
七
月
復
員
す
る
迄
の
思
出
は
乏
し
い
。
此
間
学
院
も
亦
昭
和
十
年
四
月
か
ら
青
年
学
校
を
併
設
し
か
軍
事
教
練
を
実
施
す

る
こ
と
＆
な
り
、
更
に
昭
和
十
六
年
四
月
高
等
部
の
専
門
学
校
昇
格
と
共
に
配
属
将
校
の
着
任
と
な
っ
て
か
ら
、
兎
角
先
生
等
幹
部
も
軍

事
教
育
に
伴
ふ
諸
行
事
に
出
席
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
時
局
と
は
云
へ
先
生
方
も
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
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昭
和
二
十
一
年
十
月
か
ら
又
学
校
に
戻
っ
た
が
、
翌
年
先
生
は
久
遠
寺
教
学
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
学
校
は
一
時
退
職
の
形
と
な
っ
た
。
私

も
亦
同
部
録
事
と
な
っ
て
宝
物
館
運
営
や
ら
、
山
史
資
料
の
蒐
集
に
従
事
す
る
様
に
な
っ
て
先
生
と
の
交
渉
も
深
く
な
っ
た
。
又
そ
れ
以

前
昭
和
十
六
年
秋
、
在
満
部
隊
在
任
中
に
、
樋
口
法
兄
の
覚
林
房
転
住
の
後
を
承
け
て
端
場
坊
住
職
と
な
っ
て
居
た
が
、
先
生
の
生
家
の

菩
提
寺
と
云
う
関
係
も
生
じ
た
。
昭
和
廿
三
年
二
月
五
日
の
命
日
を
期
し
て
、
御
存
知
「
和
田
屋
の
い
し
ゃ
ん
」
の
第
十
三
回
忌
を
先
生

や
樋
口
師
等
と
主
唱
し
、
有
縁
者
の
参
会
を
得
て
執
行
し
た
、
食
繊
困
難
の
当
時
の
事
故
毎
日
山
仕
事
に
通
っ
て
居
た
銀
造
老
人
に
も

麦
の
み
の
お
か
ゆ
を
喰
く
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
本
年
六
月
六
日
に
第
五
回
の
和
親
会
の
集
い
に
登
山
さ
れ
た
十
五
名
の
諸
師
と
共
に
、

い
し
女
の
冊
三
回
忌
、
老
人
の
第
十
三
回
忌
の
追
善
回
向
を
執
行
し
た
が
、
期
せ
ず
し
て
一
同
か
ら
先
生
の
追
憶
が
語
ら
れ
た
。
先
生
は

生
へ
抜
き
の
祖
山
出
身
で
あ
り
、
地
道
な
勉
強
を
さ
れ
た
人
で
も
あ
り
、
生
涯
を
通
じ
種
々
教
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
恩
師
で

あ
り
、
先
錐
で
あ
り
、
古
き
身
延
を
語
り
得
る
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。

（
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
一
日
記
）
（
図
謹
館
長
）

私
が
祖
山
学
院
へ
就
任
し
た
の
は
、
昭
和
七
年
四
月
で
あ
っ
た
。
新
学
年
開
校
日
の
朝
、
塩
田
義
遜
先
生
と
共
に
身
延
線
で
登
山
の
途

松
木
先
生
を
偲
び
て福

島
義
孝
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